


　陽春の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げ

ます。

　小樽歯科衛生士専門学校同窓会の皆様には、平素より本校運営に対し、

特段のご理解とご協力を賜り心より御礼申し上げます。

　３月の役員会の席上でも申し上げましたが、諸般の事情により本日の

総会に出席できなくなりました。誠に申し訳なく思っております。

　総会でお話しようと思っておりました本校の近況等を書面にてご報告

させていただき、学校長としてのご挨拶に代えさせていただきます。

　まずは、３月31日をもって２期目の前半を完了し、４月１日より新

たに2期目後半をスタートいたしました。スタッフは大きな変化なく運

営していくことになりました。新年度からもどうぞよろしくお願い致し

ます。

　さて、３月１日に行われました、第35回歯科衛生士国家試験におき

まして、本校57期生13名及び既卒生２名の合計15名が受験致しまし

た。３月26日に合格発表があり、新卒13名は全員合格、既卒１名が合

格、残り1名が残念ながら不合格となりました。基幹教員及び国試対策

委員全員で最後まで全員合格を目指し頑張ってまいりましたが、残念な

がら１名の不合格者を出してしまいました。不合格者に対しては、今後

もフォローし、来年の国試を再度受験していただくようアプローチして

いく予定です。今回の国試は、合格率が全国で94.5％と昨年より3.5％

アップいたしました。昨年に比べ、ひねった問題が少ないように思いま

した。また、57期生１名が卒業認定を得ることができず留年となりま

した。保護者を含め面談を行い、もう1年頑張る決意をしてくれました

ので、しっかり再教育していく所存です。今後も学生教育はより一層難

しくなっていくと思われますが、職員一同一丸となって対応していきた

いと思います。　　　

　本日13時より小樽グランドパークホテルにて、第60期生の入学式を

挙行いたしました。社会人入学1名を加え、７名が学生生活のスタート

を切ったわけですが、現状３年生17名、２年生10名と合わせて、学生

総数が34名と、昨年よりさらに減少し３年制移行後過去最少人数とな

りました。

　本校の今後の状況につきましては、昨年も一部ご報告させていただき

ましたが、運営母体である本会からの赤字補填財源の枯渇により本校運

営が極めて厳しい状況となっていることから、令和７年７月の歯科医師

会臨時総会にて、令和８年度入学生を最後に学生募集を停止すること、

及び令和９年度より他の学校法人へ歯科衛生士養成事業を継承すること

の２点が議決決定されました。このような状況となり、正に痛恨の極み

であります。同窓会の皆様方にも大変申し訳なく思っております。

　ただ、現段階で事業継承先の学校法人のお名前は伏せさせていただき

ます。現在、先方は歯科衛生士養成校としての認可を申請中であり、正

式認可が下りるまで道庁より公にしないよう指導を受けているためで

す。現在、「基本合意書」の締結は完了しており、順調にいけば5月末

には「最終契約書」の取り交わしが行われ、あとは道庁の審査によりま

すが、夏場以降に正式認可という流れのなるのではないかと思います。

先方のお話では、学校名も変えずにそのまま使わせていただきたい、と

のことです。何より小樽市に歯科衛生士養成校を存続できるということ

は、地域医療の維持という観点からも大いに意義深いと考えております。

　いずれにせよ歯科医師会立での本校の運営はカウントダウンに入って

おり、あとはスムーズな事業継承ができるか否かというところまで来て

おります。決定いたしましたら、同窓会会員の皆様にも何らかの方法で

ご報告させていただく所存です。

　このような状況ですが、本校の運営に最後まで全力で取り組んでまい

ります。今年度も、同窓会の皆様には、ご指導並びにご協力を賜ります

ようお願い申し上げ、年度初めのご挨拶とさせていただきます。
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